
福 井 県 の 農 林 水 産 業 の 概 要

主な農林水産物特徴・取組

令和５年版

福井県は、嶺北(れいほく)と嶺南(れいなん)に分けられる。
嶺北東部は高い山々が連なり、その河川流域では、盆地や平野が形成さ

れている。嶺北北部も高い山々が連なっているが、北西に向かって低くな
り、あわら市と坂井市の北部にまたがる坂井北部丘陵地や、海岸線沿いに
広がる三里浜砂丘地が形成されている。

嶺南は、リアス式海岸線で、小さな平野が細長く続いている。
海岸沿いは、対馬海流の影響を受け、冬でも比較的暖かく、雪の量もそ

れほど多くない。

福井県の主な産業としては、合繊織物を中心として総合産地を形成して
いる繊維産業をはじめ、機械産業、眼鏡産業(眼鏡枠は全国生産の約90％)
等がある。一方、県内には15基の原子力発電所があり、関西経済圏へのエ
ネルギー供給基地となっている。

福井県発祥のコシヒカリを中心とした水稲のほか、作付面積、収穫量とも
に全国１位の六条大麦をはじめ大豆、そばが本格的に生産されている。また、
メロン、すいか、らっきょう、うめなども作付けられているほか、平成28年
｢吉川ナス｣、｢山内かぶら｣、平成29年｢上庄さといも｣、｢若狭小浜小鯛ささ
漬｣､平成30年｢越前がに｣がＧＩに登録されている。

福井県では、県特別栽培農産物認証制度により、環境に負荷をかけない化学
肥料と化学合成農薬を慣行栽培の半分以下に削減した栽培の計画を認証し、環
境にやさしい農業の持続的な発展を支援している。

また、福井県は食育の先駆けの地とされ、これは、本県出身で陸軍薬剤
監であった「石塚左玄」が、日本で初めて食育という言葉を著書で書き表
したことに由来する。中でも、小浜（おばま）市では「御食国（みけつく
に）若狭おばま」として、食のまちづくり条例を制定し、市全体で食育を
推進している。

福井県は恵まれた海域環境の中で、定置網、底曵網等の漁業やとらふぐ、
まだい等の養殖業が営まれ、全国で唯一、皇室へ献上している越前がに、
若狭かれい等をはじめ、若狭ふぐ、日本三大珍味のひとつである越前うに
（塩うに）など、多くの特産品がある。

また、平成31年２月に「三方五湖の汽水湖沼群漁業システム」が日本農
業遺産に認定されている。

そば
良食味の在来種にこだわ

り、古来より受け継がれた
「種」を守り栽培。

（収穫量全国９位）

六条大麦
全国でも有数の産地。

ご飯に混ぜて食べる押し麦
などに利用。

（作付面積・収穫量全国１位）

メロン
丘陵地や砂丘地を主体に

最も多く作付けされている
「アールスメロン」は、贈
答用として重宝。

トマト
県が育成した品種「越の

ルビー」は、大玉トマトと
ミニトマトの中間のちょう
ど良い大きさ。糖度が高く、
ビタミンＣも豊富。

らっきょう
小粒で身が締まり繊維が

細かく歯切れの良いのが特
徴。２度冬を越す「三年子
(さんねんご)」は福井なら
ではの栽培方法。
（収穫量全国６位)

うめ
果肉が厚く高品質の福井

梅。代表品種は、梅干し用
の｢紅映（べにさし）｣と梅
酒に使う「剣先（けんさき
）」。
（収穫量全国５位)

すいか
関西を中心に出荷。シャリ

シャリした爽やかな食感な
ど高い評価を受けている。

スイセン
｢越前水仙｣は、花がひき

しまり、香りが強く、日持
ちと草姿が良い。華道家に
も人気が高く全国へ出荷。

ずわいがに
ＧＩ産品である「越前

がに」が有名。 漁獲後水
揚げまでの間冷温で保管
されるため、鮮度が良く、
身質が良い。福井県により
100年以上にわたり皇室に
献上されている。
(漁獲量全国４位）

さといも
「奥越の里芋」は知名度

が高く、小ぶりで身が締ま
り固くて煮崩れしないのが
特徴。中でも、上庄地区で
栽培されるものは、「上庄
さといも」としてＧＩ登録
されている。



福 井 県 内 の 各 地 域 に お け る 農 林 水 産 物

出典：福井県ＨＰ、福井県漁連ＨＰ、北陸農政局ＨＰを基に作成

県全域
【農畜産物】
水稲：代表品種

①コシヒカリ②ハナエチゼン③あきさかり④いちほまれ⑤イクヒカリ
六条大麦､そば、大豆、大玉トマト(トマト)、越(こし)のルビー（ミ
ディトマト）､ねぎ､ブロッコリー､きく
畜産：若狭牛(肉用牛)、ふくいポーク（豚）、福地鶏、鶏卵
【林産物】
すぎ、あかまつ、くろまつ、しいたけ、えのきたけ、ひらたけ
【水産物】
越前がに・せいこがに（ずわいがに）､さわら類、ふくいサーモン(ます
類)

嶺南（れいなん）地域
【農産物】
うめ､イチジク､きゅうり､そらまめ､レタス、いちご、みかん
【林産物】
研磨炭(木炭)、つばき油
【水産物】
若狭ふぐ（養殖とらふぐ）､養殖まだい､若狭まはた、若狭ぐ
じ（あかあまだい）､さば､若狭かれい（やなぎむしがれい）

嶺北（れいほく）地域
【農産物】
だいこん、にんじん、キャベツ、ほうれんそう、すいか､メロン､
かぶ､さといも､たけのこ､とみつ金時(さつまいも)、らっきょう、
スイセン、小ぎく（切り花）、日本なし、かき、なつめ
【林産物】
九頭竜まいたけ（まいたけ）、なめこ、おうれん(※) 、粉炭
【水産物】
甘えび､越前うに（うに）､越前がれい（あかがれい）、あゆ

※おうれんは、日本原産の多年草で、山林の下に自生しており、
薬用として根茎が利用されている。



出典： 「2020年農林業センサス（令和２年２月１日現在）」、「認定農業者の認定状況（令和４年３月末現在）」、
「令和２年国勢調査」（総務省統計局）

荒廃農地面積

「令和４年耕地面積（7月15日現在）」 、「令和５年全国都道府県市区町村別面積調（1月1日時点）」（国
土交通省国土地理院）

出典：

出典： 「農地中間管理機構の実績等に関する資料（令和３年度版）」

ha ha

全国順位

全 国 全国順位

人 1,363,038 人

福 井 県

集積率

荒廃農地面積 682 259,502

5

担い手への集積面積 ha 23

農業経営体数、農家数及び集落営農数

基幹的農業従事者数及び認定農業者数

・耕地面積は３万9,700haで全国34位。うち田が３万6,100ha、畑が3,670ha。
・担い手への集積面積は２万7,293haで全国23位。集積率は68.4％で５位。
・農業経営体数は１万546経営体で全国44位。うち法人経営体が414経営体で34位。
・認定農業者数は1,181経営体で全国44位。うち法人が424法人で32位。
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出典： 「令和３年度の都道府県別の荒廃農地の発生状況」

37,797,356

258,600

担い手への農地の集積状況

3,670

36,100

％

2,560,109

58.9 ％68.4

27,293

福 井 県

ha

44

44

34

基幹的農業従事者数 8,767

農業経営体数

集落営農

経営体

16,058

経営体

戸

戸

世帯

集落営農数
「2020年農林業センサス（令和２年２月１日現在）」、「令和２年国勢調査」（総務省統計局）、「集落営農
実態調査（令和４年２月１日現在）」

出典：

9

45世帯

集落営農

55,830,154

14,364

45

人 822,144 人 45

65歳以上

女

男 5,711

3,056

7,242 45

％
基幹的農業従事者数に対
する65歳以上割合 82.6 -

人 948,621 人

人 540,894 人 44

69.6 ％

766,863参考）総人口数

認定農業者数

法人数

経営体 44

人 126,146,099 人 43

法人 27,974 法人 32424

1,181 経営体 222,442

福 井 県 の 農 業 （ １ ）

区 分

福 井 県区 分

10,546

414

9,777

581

291,662参考）世帯総数

販売農家

1,075,705

30,707

1,747,079

1,027,892

総農家数

法人経営体

全 国 全国順位

44

経営体

経営体

戸

戸

都道府県の農業、林業、漁業の表の見方

・令和５年３月31日時点における最新の統計等の公表データを使用

・表中に使用した記号は次のとおり

「０」 : 単位に満たないもの（例：0.4ｔ→０ｔ）

「－」: 事実のないもの

「…」：調査を欠くもの

「ｘ」 : 秘密を保護するため統計数値を公表しないもの。

「＊」：秘密を保護するため統計数値を公表していない都道府県を除いた順



14 ＊
経営体数 20 経営体 1,180 経営体 14 ＊

3,992 百万円

出典： 「令和３年度６次産業化総合調査」

農家レストラン
総額 317 百万円 30,336 百万円 34 ＊
事業体数 10 事業体 1,260 事業体 37 ＊

4,990 経営体

9 *

18 *

16

出典： 「作物統計」、「野菜生産出荷統計」、「地域特産野菜生産状況調査」、「果樹生産出荷統計」
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出典： 「令和３年生産農業所得統計」
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億円 百万円総額 136

34

加工農産物 1 億円
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＊
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R4 1,470 ｔ 96,600 t

区 分

45
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農産加工

農畜産物の生産状況

農業生産関連事業の年間販売金額及び事業体数

区 分 福 井 県 全 国
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億円 億円

1
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*t65,100六条大麦

福 井 県 の 農 業 （ ２ ）

全国順位年次

・農業産出額は394億円で全国44位。うち米が226億円、野菜が81億円、畜産が49億円。
・農畜産物の生産状況は、六条大麦が全国１位、うめが５位、らっきょうが６位。
・農業生産関連事業は、農家民宿の年間販売金額が１億円で全国14位、経営体数は20経営体で14位。
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全 国
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全国順位
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製材工場数

3,892

出典： 「令和３年木材需給報告書」、「令和３年特用林産基礎資料」
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福 井 県 の 林 業

林産物の生産状況
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・林業産出額は16億円で全国40位。うち木材生産が12億円、栽培きのこ類生産が４億円。
・林産物の生産状況は、素材生産量が全国36位、おうれんが１位、つばき油が５位。
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出典： 「2020年農林業センサス（令和２年２月１日現在）」
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出典： 「令和３年度６次産業化総合調査」

漁家レストラン
総額 117 百万円 9,696 百万円 20 ＊
事業体数 10 事業体 430 事業体 10 ＊
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出典： 「令和３年漁業・養殖業生産統計」
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内水面漁業・養殖業生産量

事業体数

事業体数
総額

経営体

ふぐ類

1,235

出典： 「2018年漁業センサス（平成30年11月１日現在）」

出典： 「2018年漁業センサス（平成30年11月１日現在）」

出典： 「2018年漁業センサス（平成30年11月１日現在）」

全国順位

水産物直売所

海面漁業就業者数

男

女

区 分

隻

132,201

29

漁船隻数

ます類その他

漁業生産関連事業の年間販売金額及び事業体数

全国順位

総額

区 分

3

漁船隻数

隻

30

69,920動力漁船

隻

34 ＊

さわら類

ｔ

738

内水面養殖業収獲量

9,413 ｔ 34

ｔ 14,337

事業体

経営体
8 ＊

ｔ

32,854 ｔ

福 井 県 の 漁 業

海面漁業漁獲量

5

福 井 県 全 国 全国順位

30816

4,77254
まだい

24
95

水産物の生産状況漁業産出額

内水面漁業経営体数

44 ＊

ｔ

1

ｔ

・漁業産出額は76億円で全国34位。
・水産物の生産状況は、海面漁業のさわら類が全国１位、海面養殖業のふぐ類が８位、内水面養殖業のます類その他が28位。
・漁業生産関連事業は、漁家民宿の年間販売金額が16億円で全国１位、経営体数は150経営体で１位。

経営体

ずわいがに 354 ｔ 2,544 ｔ 4

ｔ 926,641 ｔ 32 ＊375

全国順位
百万円 170,100

あゆ 25 ｔ 1,854 ｔ 11

278

全 国福 井 県

ｔ ＊28



福 井 県 の 農 林 水 産 業 の 話 題 等 （ １ ）

福井県では、養殖産出額を平成30年の８億円から令和６年度には15億円まで伸ばすことを目
標としている。
この実現に向けて、福井県の新ブランド魚「若狭まはた」は、順次種苗生産数を拡大してお

り、令和４年度からは施設能力の最大規模である年間３万尾の出荷に取り組んでいる。
また、令和３年度に小浜市堅海地区に整備した水産学術産業拠点施設において、産学官連携

でトラウトサーモンやサバの養殖技術を向上させる共同研究を開始した。
さらに、令和４年度から福井県立大学海洋生物資源学部に開設された先端増養殖科学科や、

水産学術産業拠点施設で学んだ人材の地元定着のため、新規就業者の設備投資費用や民間企業
への参入、事業拡大を支援する制度を設け、養殖業生産量と就業人口の拡大を図っていくこと
としている。

養殖業の生産拡大に向けて

福井県では、平成26年６月に園芸部門での就農支援のための研修施設「ふくい園芸カレッ
ジ」を開講し、７年間で200名が就農している。また、令和５年より「果樹コース」を新設し、
未収益期間中の所得確保や栽培技術向上を目的としたレンタル圃場を整備している。
今後、市町等と連携して県内６地域（福井、坂井、奥越、丹南、二州、若狭）に高度な稲作、

園芸の生産・経営を学ぶ研修拠点を整備し、ＵＩターン者も含めて募集を強化しており、令和
２年度からは美浜町の人材育成拠点で園芸カレッジ生４名が研修している。
農業以外にも「ふくい林業カレッジ」、「ふくい水産カレッジ」が開設され、新規就業者の

確保に努めている。
国も、農業の担い手が減少していく中、多様な人材を確保できるよう支援していく。

農業人材育成拠点を整備し、新規就農者を確保
農業人材育成拠点

輸出専用米新品種「シャインパール」は、福井県農業試験場が開発し、多収でコシヒカリに

も負けないおいしさがあり、大粒で白く輝く特徴をイメージして命名された。
福井県ではこれまでハナエチゼンおよびコシヒカリを中心に輸出してきたが、今後はシャイ

ンパールも加え、シンガポール、香港などから順次輸出を拡大していく。
令和４年産の生産量は182tで、今後も生産拡大を図っていくこととしている。

輸出専用米新品種「シャインパール」を開発



共
有

福 井 県 の 農 林 水 産 業 の 話 題 等 （ ２ ）

福井県では、県産材生産量を19万m3（平成30年）から25万m3（令和６年）に増加することを目標としている。
県産材生産量の拡大を図るため、航空レーザー計測等のICT技術の活用により精度の高い森林情報を共有・活用し、施業地確保の省力化を行う

とともに、林内通信網の整備を検証し就労環境の改善を図る等、林業経営の効率化に向けた生産基盤の整備を推進していくとしている。

林業ＤＸの推進

「
林
相
」
が
見
え
る

航空レーザ計測による
地形・資源のデジタル化

航空レーザ計測により、詳細な地形
や単木レベルの森林資源情報を把握
する。

・微地形表現図（詳細な地形図）
・林相区分図（樹種ごとの配置図）
・単木データの解析・集計

（樹高・材積・本数を集計）

森林資源情報を市町、林業事業体と共有・
相互利用する。

・森林ＧＩＳ（森林情報管理システム）
データの共有

・森林資源・微地形表現図・航空写真
等の表示

・幹材積集計、採材予測の表示・集計
・林業事業体等からの各種申請の審査・

管理 等

森林クラウドシステムの導入

林業ＤＸによる就労環境整備

新たな手法で、林内での通信距離や範囲の計測、
通信状況の確認等を行い、林内での通信の可能性
を検証する。

活
用

三次元地形図等を活用
し分かりやすい提案を
することにより、施業
地確保の省力化を図る。

★森林所有者へ施業提案★

提案

林業事業体のDX促進支援

林業事業体に対しアプリ等の導入を支援する。

・地形図や航空写真等の三次元化
・作業道ルートの自動設計
・ドローンによる森林状況の写真や材積
データなどの更新

・作業コスト把握の自動化、コスト管理
の一元化

・施業提案書の自動作成

資源データ管理アプリによる三次元の資料

「
地
形
」
が
見
え
る

林業事業体


